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新首都�
「東京から東濃へ」�

人口と世帯数 （11月1日現在）　　人口＝42,056人　　世帯数＝13,150世帯�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�

あったか～い芋煮会�
　11月７日、土岐小学校では恒例の芋煮会が学校前の土岐川の河原で行われ、
来年度同校に入学する保育園・幼稚園児、祖父母や長寿クラブのみなさん
などが招待され、全校児童との交流を深めました。�
　参加者たちは、豚肉やうどん、ねぎなど、児童たちがグループごとに準備
した材料を使い、味噌などで味付けをして作り上げたあたたかい芋煮の鍋を
囲みました。美味しそうな鍋のまわりは楽しい会話と笑顔でいっぱいでした。�
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第
45  
回
瑞
浪
市
美
術
展
が
、
10  
月
31  
日
か
ら
11  
月
８
日
ま
で
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
日
本
画
十
七
点
、

洋
画
七
十
八
点
、
彫
塑
七
点
、
書
三
十
八
点
、
写
真
百
十
六
点
、

デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
八
十
七
点
、
陶
芸
二
十
四
点
の
合
計
三
百
六
十

七
点
が
出
品
さ
れ
、
入
選
以
上
の
作
品
二
百
七
十
八
点
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

奨
励
賞
以
上
の
入
賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。
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）

日
本
画

日
本
画

日
本
画

日
本
画

日
本
画

日
本
画

日
本
画

日
本
画

日
本
画

日
本
画

日
本
画

日
本
画

日
本
画

日
本
画

日
本
画

日
本
画

日
本
画

洋
　
画

洋
　
画

洋
　
画

洋
　
画

洋
　
画

洋
　
画

洋
　
画

洋
　
画

洋
　
画

洋
　
画

洋
　
画

洋
　
画

洋
　
画

洋
　
画

洋
　
画

洋
　
画

洋
　
画

彫
　
塑

彫
　
塑

彫
　
塑

彫
　
塑

彫
　
塑

彫
　
塑

彫
　
塑

彫
　
塑

彫
　
塑

彫
　
塑

彫
　
塑

彫
　
塑

彫
　
塑

彫
　
塑

彫
　
塑

彫
　
塑

彫
　
塑

書書書書書書書書書書書書書書書書書
写
　
真

写
　
真

写
　
真

写
　
真

写
　
真

写
　
真

写
　
真

写
　
真

写
　
真

写
　
真

写
　
真

写
　
真

写
　
真

写
　
真

写
　
真

写
　
真

写
　
真

杉
堀
保
さ
ん
の
作
品
「
秋
の
道
」（
日
本
画
の
部
）

▲渡辺英子さんの作品「モデル達」

（洋画の部）

河
村
良
夫
さ
ん
の
作
品
「
中
夜
枕
上
口
号
」（
書
の
部
）

▲間宮弘一さんの作品

「夏の華」（彫塑の部）

▲加藤安一さんの作品「静寂」（写真の部）



法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
12
月
10
日
の
人
権
デ
ー
を
最

終
日
と
す
る
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
し
て
、
人
権
意
識
の
普
及
高
揚
を

図
っ
て
い
ま
す
。

《
人
権
意
識
の
啓
発
強
調
事
項
》

○
考
え
よ
う
　
あ
な
た
の
人
権
　
わ

た
し
の
人
権

―
世
界
人
権
宣
言
50
周
年
―

○
高
齢
化
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権

意
識
を
育
て
よ
う

○
あ
ら
ゆ
る
差
別
意
識
を
解
消
し
よ
う

み　
な　
さ　
ん　
や　
み　
な　
さ　
ん　
の　
周　
囲　
で　
、　

日
常
の
悩
み
・
も
め
ご
と
な
ど
で
お

困
り
の
方
は
、
法
務
局
か
人
権
擁
護

委　
員　
に　
お　
気　
軽　
に　
ご　
相　
談　
く　
だ　
さ　
い　
。　

人
権
相
談
に
は
、　
い
じ
め　
・　
体
罰　
・

差
別
問
題
を
は
じ
め
、
家
庭
内
の
夫

婦　
・　
親
子　
・　
扶
養　
・　
相
続
な
ど
の
問
題
、

借
地
借
家
の
問
題
、
登
記
に
関
す
る

問
題
、
日
常
的
な
隣
近
所
の
問
題
な

ど
幅
広
い
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

◆
日
時
＝
12
月
８
日

10
時
〜
15
時

◆
場
所
＝
ハ
ー
ト
ピ
ア
　
介
護
教
室

◆
人
権
相
談
員
＝
人
権
擁
護
委
員

（
小
栗
好
夫
さ
ん
・
伊
藤
典
子
さ

ん
・
鈴
木
登
さ
ん
・
遠
藤
圭
子
さ

ん
・
岩
島
康
文
さ
ん
・
西
尾
善
英

さ
ん
・
逸
見
恭
子
さ
ん
）

◆
法
律
相
談
員
＝
仙
石
義
一
さ
ん

◆
担
当
＝
市
民
課
　

内
線
１
０
５

平
成
９
年
４
月
か
ら
『
週
40
時
間

労
働
制
」
が
す
べ
て
の
職
場
で
適
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
（
商
業
、
映
画
・

演
劇
業
、
保
健
衛
生
業
、
接
客
娯
楽

業
の
９
人
以
下
の
事
業
場
を
除
く
。）

週
40
時
間
労
働
制
へ
の
対
応
は
お
済

み
で
す
か
。

週
40
時
間
労
働
制
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
週
休
２
日
制
を
採
用
す
る

方
法
の
ほ
か
、
１
カ
月
単
位
や
１
年

単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
を
採
用
す

る
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

週
40
時
間
制
の
具
体
的
な
方
法
に

つ
い
て
は
、
多
治
見
労
働
基
準
監
督

署
（

２
２
‐
６
３
８
１
）
で
ご
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６８－２１１１
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芸
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芸
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芸
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芸
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芸
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陶
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陶
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陶
　
芸

▲伊藤紗綾さんの作品

「タペストリー・楽園」

（デザイン・工芸の部）

▼伊野重幸さんの

作品「青の刻線」

（陶芸の部）
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〜
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日
は
人
権
週
間
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●
特
設
人
権　
・　
法
律
相
談
●

職
場
は
す
べ
て

《
週
40
時
間
労
働
制
》

平成11年版

岐阜県民手帳
12月１日より販売します。

（予約はいりません）

岐阜県統計協会が発行する平成1 1年版・

岐阜県民手帳を、情報推進課および各コミ

ュニティーセンターで取り扱います。

暮らしに役立つ情報がいっぱいつまって

います。スケジュール帳・アドレス帳とし

て、ぜひご利用ください。

◆頒布価格＝１冊　480円

◆サイズ＝16.9㎝×9.1㎝

◆ペ－ジ数＝約202ページ

◆材質＝ソフトビニール

◆色＝紺・エンジ・グレー・サックス

◆主な内容＝七曜表、月別行事予定表、

過去10年間の天気模様、

県内の主要山岳・河川、

県内郵便番号一覧表、

県勢の概要、その他

※今年から、希望者に直接購入していただ

くことになりました。自治会でのとりま

とめは行いませんので、よろしくお願い

します。

◎問い合わせ 情報推進課

内線３３７
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瑞浪中央土地区画整理事業地内

瑞浪中央土地区画整理事業に伴う保留地を、公開抽選により売却します。

また、公開抽選以外の保留地についても、随時売却していますのでご検討ください。

●
保
留
地
の
位
置
、
地
積
、
価
格
等

位
置
図
お
よ
び
別
表
の
と
お
り

●
処
分
方
法
＝
公
開
抽
選
（
公
開
抽
選
以
外
の

随　
時　
売　
却　
す　
る　
保　
留　
地　
に　
つ　
い　
て　
は　
先　
着　
順　
）　

●
公
開
抽
選
の
受
付

◆
区
域
内
の
関
係
権
利
者

11
月
25
日

〜
11
月
27
日

◆
一
般
の
方
（
た
だ
し
、
関
係
権
利
者
か
ら

の
申
し
込
み
が
な
い
場
合
）

11
月
30
日

〜
12
月
７
日

◆
受
付
時
間

10
時
〜
15
時

◆
受
付
場
所

市
役
所
区
画
整
理
課

●
抽
選
日
お
よ
び
抽
選
場
所

◆
日
時

12
月
14
日

14
時

◆
場
所

市
役
所
２
階
大
会
議
室

●
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

①
身
分
証
明
書
（
市
町
村
長
が
発
行
す
る
、

禁
治
産
者
、
準
禁
治
産
者
、
ま
た
は
破
産

者
で
復
権
を
得
な
い
者
で
な
い
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
）

②
住
民
票
抄
本
（
法
人
は
法
人
資
格
証
明
書
、

お
よ
び
代
表
者
証
明
書
）

●
問
い
合
わ
せ

市
役
所
区
画
整
理
課
（

内
線
２
５
１
）

●抽選により売却する保留地〔 〕建ペイ率6/10
容積率 20/10

No.

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

街区画地番号 地積（㎡）

815.91

1,522.89

170.99

374.49

279.98

255.00

240.84

243.11

240.56

243.76

162.10

271.35

300.33

300.09

247.50

㎡単価（円）

111,600

94,400

75,600

88,800

72,700

79,000

74,000

78,000

73,000

70,000

78,000

78,000

75,300

78,000

78,000

販売予定価格（円）

91,055,556

143,760,816

12,926,844

33,254,712

20,354,546

20,145,000

17,822,160

18,962,580

17,560,880

17,063,200

12,643,800

21,165,300

22,614,849

23,407,020

19,305,000

用途地域

準工 業地 域

準工 業地 域

第１種中高層
住居専用地域
第 １ 種
住 居 地 域
第１種中高層
住居専用地域
第１種中高層
住居専用地域
第１種中高層
住居専用地域
第１種中高層
住居専用地域
第１種中高層
住居専用地域
第１種中高層
住居専用地域
第１種中高層
住居専用地域
第１種中高層
住居専用地域
第１種中高層
住居専用地域
第１種中高層
住居専用地域
第１種中高層
住居専用地域

79

79

120

125-1

128

128

128

128

128

128

148

148

151

157

157

１

９

18

１

6－1

6－2

6－3

6－4

6－5

6－6

１

13

3－1

３

４

●公開抽選以外で随時売却する保留地〔 〕建ぺイ率6/10（No.19は8/10）
容積率 20/10

※用途地域については、区画整理課へお問い合わせください。

No.

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

No.

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

11

11

23

26

32

82

87

87

88

99

111

111

111

111

111

112

113

113

114

116

118

126

140

154

６

７

８

３

２

１

２

13

７

５

１

７

８

９

14

５

3－4

5－2

３

５

2－1

2－1

12

4－1

106.05

154.55

299.37

198.38

358.59

360.16

313.12

1078.65

508.50

179.95

397.05

240.00

233.01

416.02

298.83

161.29

441.62

142.54

368.62

894.45

491.29

519.66

623.39

301.64

73,700

77,300

91,400

87,900

85,900

74,200

80,000

79,600

72,100

133,500

74,000

74,000

80,700

78,300

74,000

74,400

71,100

74,800

78,000

110,700

78,100

74,800

72,700

71,200

7,815,885

11,946,715

27,362,418

17,437,602

30,802,881

26,723,872

25,049,600

85,860,540

36,662,850

24,023,325

29,381,700

17,760,000

18,803,907

32,574,366

22,113,420

11,999,976

31,399,182

10,661,992

28,752,360

99,015,615

38,369,749

38,870,568

45,320,453

21,476,768

街区画地番号 地積（㎡） ㎡単価（円） 販売予定価格（円） 街区画地番号 地積（㎡） ㎡単価（円） 販売予定価格（円）
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保 留 地 位 置 図



平成10年11月15日号

6

外で遊ぶのが大好きな宏樹くんは、家

中ではよくお手伝いをします。ちょっぴ

りいたずらっ子の麻里子さんは、「ごち

そうさまでした」がちゃんと言えます。

お母さんたちは、素直で優しい子に育

ってほしいと話していました。

－宮 前 児 童 館－

大河内　麻里子
ま り こ

さん（２歳）

板橋　宏樹
ひ ろ き

くん（３歳）

瑞
浪
市
出
身
で
岐
阜
県
重
要
無
形

文
化
財　
（
瀬
戸
黒　
・　
志
野
）　
認
定
保
持

者
の
加
藤
孝
造
さ
ん
の
特
別
展
が
、

11
月
１
日
か
ら
市
之
瀬
廣
太
記
念
美

術
館
と
瑞
浪
陶
磁
資
料
館
の
２
館
で

は
じ
ま
り
ま
し
た
。

美
濃
陶
芸
界
を
代
表
す
る
加
藤
さ

ん
の
作
品
展
が
、
ふ
る
さ
と
瑞
浪
で

開
催
さ
れ
る
の
は
初
め
て
で
、
日
本

伝
統
工
芸
展
出
品
作
品
の
『
志
野

し

の

扁へ
ん

壺こ

』
な
ど
、
穴
窯
を
使
っ
て
桃
山
の

美
濃
陶
を
追
求
す
る
加
藤
さ
ん
の
代

表
作
40
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
特
別
展
は
、
11
月
29
日
ま
で

開
か
れ
て
い
ま
す
。

作
品
の
説
明
を
す
る
加
藤
さ
ん　（
中
央
）

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▼
東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協
力
会　

（
会
長
常
務
理
事
山
田
太
郎
）　様
＝

五
十
万
円
、
社
会
福
祉
事
業
へ

▼
安
藤
八
恵
乃
様
＝
百
万
円
、
一
色

保
育
園
整
備
事
業
へ

▼
小
栗
み
や
ゑ
様
＝
五
万
円
、
社
会

福
祉
事
業
へ

新鮮な地元産品や野菜などの即売、景品付き餅投げ

など楽しいこといっぱい！

◎日時＝11月22日 ９時～14時30分（雨天決行）

◎場所＝市民公園　いこいの広場（明世町）

※問い合わせ＝瑞浪市農業祭実行委員会

（ＪＡ陶都栄町支店内　 ６８－５１２０）

第第3333回回 瑞瑞浪浪市市農農業業祭祭
～生産農家と消費者を結ぶ、秋の収穫感謝まつり～

市
内
の
小
・
中
学
生
か
ら
募
集
し
た

「
こ
ん
な
食
器
で
食
べ
て
み
た
い
な
」

と
思
う
食
器
の
デ
ザ
イ
ン
画
の
入
選
・

入
賞
作
品
約
百
五
十
点
を
実
際
に
大
皿

に
絵
付
け
し
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
乗

せ
た
か
わ
い
い
食
器
の
作
品
展
を
開
催

し
ま
す
。

◆
入
賞
者
＝
太
田
優
希
乃
（
瑞
浪
小
）

藤
澤
陽
香
（
土
岐
小
）
山
口
真
矢
、

神
谷
理
沙
、
古
里
静
香
、
梅
村
利
沙
、

羽
柴
佑
花
（
陶
小
）
加
知
保
乃
花
、

永
井
祥
代
、
勝
股
千
加
、
前
川
知
花
、

井
上
智
恵
、
古
本
達
徳
（
稲
津
小
）

小
澤
未
彩
、
池
田
　
綾
、
今
井
咲
子
、

山
田
　
歩
、　若
尾
香
文
、　伊
藤
真
梨
子

（
明
世
小
）
渡
辺
　
賢
（
日
吉

小
）
高
田
侑
佳
、
山
内
　
茜
、

林
　
綾
華
、
西
尾
　
彩
、
足
立

和
謙
（
釜
戸
小
）
伊
藤
美
幸
、

酒
井
大
志
、　
伊
藤
壮
太
郎
、　
山
内

一
馬
、
柴
田
浩
章
（
瑞
浪
中
）

宮
地
麻
実
、
大
山
由
恵
（
瑞
陵

中
）
加
藤
勝
之
、
三
宅
真
未

（
陶
中
）
三
浦
裕
子
（
日
吉
中
）

◆期間＝11月21日（土）～23日（月・祝）

10時～18時（23日は16時まで）

◆場所＝産業振興センター　３階
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東
濃
地
方
最
大
の
窯
業
祭
典
で
あ

る
「
国
際
陶
磁
器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

美
濃

'98 
」
が
10
月
23
日
か
ら
11
月
３

日
ま
で
、
多
治
見
市
総
合
体
育
館
を

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

陶
磁
器
産
業
・
文
化
の
発
展
を
目

的
と
し
て
３
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
て

い
る
こ
の
祭
典
も
５
回
目
を
迎
え
、

様
々
な
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
た
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
最
新
の
窯
業
関
連
機
械
等

を
展
示
す
る
「
セ
ラ
ミ
ッ
ク
マ
シ
ン

シ
ョ
ウ

'98 
み
ず
な
み
」
が
10
月
23
日

か
ら
25
日
ま
で
の
３
日
間
、
明
世
町

の
市
民
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

地
場
産
業
で
あ
る
窯
業
の
様
々
な

情
報
を
全
国
に
向
け
て
発
信
し
よ
う

と
、
県
内
外
か
ら
30
社
の
出
展
が
あ

り
、
地
元
窯
業
界
の
洗
練
さ
れ
た
技

術
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

▲国際陶磁器フェスティバル美濃'98

▲セラミックマシンショウ'98みずなみ

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ラ
オ

ス
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
釜
戸
町
の
伊

藤
将
宏
さ
ん
が
10
月
29
日
、
市
役
所

を
訪
れ
、
高
嶋
市
長
に
帰
国
報
告
を

さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
、
大
学
を
卒
業
後
、

平
成
７
年
７
月
に
ラ
オ
ス
に
赴
任
、

３
年
３
カ
月
に
わ
た
り
、
高
校
生
や

大
学
生
を
中
心
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
指
導
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。

「
ど
こ
の
国
で
も
子
ど
も
た
ち
は

変
わ
ら
な
い
。
世
界
中
の
子
ど
も
た

ち
の
教
育
の
機
会
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
」
と
、
伊
藤
さ
ん

は
話
し
て
み
え
ま
し
た
。

▲帰国の報告をする伊藤さん

11
月
１
日
、
大
湫
町
の
炭
焼
き
窯

で
、
同
町
と
稲
津
町
の
緑
の
少
年
団

の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、　大
湫
町
の　「
炭
焼

き
の
会
」　（
会
長
向
井
一
峰
さ
ん
）　が
、　

炭
焼
き
体
験
を
通
し
て
緑
の
少
年
団

の
子
ど
も
た
ち
に
親
睦
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
窯
の
中
か
ら
木

炭
を
運
び
出
し
た
り
、
次
に
挑
戦
す

る
竹
炭
づ
く
り
の
た
め
の
竹
の
束
を

運
び
込
ん
だ
り
、
普
段
は
な
か
な
か

で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
楽
し
み
な

が
ら
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

▲木炭を運び出す子どもたち

クジラの仲間は、5 0 0 0万年前に出現しま

した。この頃のクジラは、現在のクジラとは

随分とかけ離れた体型をしていて、巨大なヘ

ビかウナギのような格好をしていました。

3 5 0 0万年前くらい前になると、現在のク

ジラのグループが出現してきます。

写真は、瑞浪から見つかった現在のマッコ

ウクジラの祖先にあたる、1 7 0 0万年前のハ

クジラの上アゴと下アゴの化石です。

近い種類が、太平洋をはさんで北アメリカ

からも見つかっています。

哺乳類①

マッコウクジラの仲間

緑
の
少
年
団
　
炭
焼
き
交
流
会

緑
の
少
年
団
　
炭
焼
き
交
流
会

緑
の
少
年
団
　
炭
焼
き
交
流
会

緑
の
少
年
団
　
炭
焼
き
交
流
会

緑
の
少
年
団
　
炭
焼
き
交
流
会

緑
の
少
年
団
　
炭
焼
き
交
流
会

緑
の
少
年
団
　
炭
焼
き
交
流
会

緑
の
少
年
団
　
炭
焼
き
交
流
会

緑
の
少
年
団
　
炭
焼
き
交
流
会

緑
の
少
年
団
　
炭
焼
き
交
流
会

緑
の
少
年
団
　
炭
焼
き
交
流
会

緑
の
少
年
団
　
炭
焼
き
交
流
会

緑
の
少
年
団
　
炭
焼
き
交
流
会

緑
の
少
年
団
　
炭
焼
き
交
流
会

緑
の
少
年
団
　
炭
焼
き
交
流
会

緑
の
少
年
団
　
炭
焼
き
交
流
会

緑
の
少
年
団
　
炭
焼
き
交
流
会

青
年
海
外
協
力
隊
の
伊
藤
さ
ん

ラ
オ
ス
か
ら
帰
国
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生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
④

「
く
れ
な
い
会
」
の
誕
生
は
、

平
成
元
年
で
す
か
ら
、
ち
ょ
う
ど

10
歳
に
な
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
の
始
ま
り
は
、
公
民

館
講
座
の
終
了
生
の
中
で
、
同
好

の
志
が
集
っ
て
で
き
た
会
で
す
。

こ
の
10
年
の
間
に
、
講
師
や
メ

ン　
バ　
ー　
が　
多　
少　
変　
動　
し　
ま　
し　
た　
が　
、　

「
陶
器
づ
く
り
が
好
き
」「
こ
の
会

の
雰
囲
気
が
好
き
」
と
い
う
基
本

的
な
と
こ
ろ
は
、
今
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。

月
に
４
回
の
活
動
で
す
が
、
こ

の
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
晴
れ
や
か

な
顔
で
足
取
り
も
軽
く
、
三
々

五
々
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
一
家
の

主
婦
も
何
人
か
い
ま
す
が
、
こ
の

日　
ば　
か　
り　
は　
家　
庭　
公　
認　
の　
日　
で　
す　
。　

全
く
の
素
人
か
ら
始
め
た
陶
器

づ
く
り
も
、
10
年
間
と
い
う
歳
月

の
つ
み
重
ね
の
成
果
は
、
各
種
展

覧
会
へ
の
出
品
や
入
賞
と
い
う
形

で
証
明
さ
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
続
け
て
い
る
う
ち
に
、

そ
れ
ぞ
れ
得
意
な
技
術
が
目
立
っ

て
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
お
互
い

の
間
で
、
「
教
え
る
」「
教
え
ら
れ

る
」
喜
び
と
自
信
を
生
み
出
し
、

一
層
き
ず
な
を
深
め
て
い
ま
す
。

「
長
く
続
け
れ
ば
本
物
に
な
る
。

本
物
だ
か
ら
こ
そ
長
く
続
く
。
」

は
真
実
の
よ
う
で
す
。

も
う
一
つ
の
楽
し
い
要
素
は
、

休
憩
時
間
で
す
。
陶
器
づ
く
り
の

技　
術　
に　
関　
わ　
る　
話　
は　
当　
然　
で　
す　
が　
、　

そ
の
他
に
、
旅
行
や
家
庭
料
理
の

話
、
果
て
は
世
界
の
政
治
経
済
に

ま
で
話
が
及
び
ま
す
。
こ
の
時
間

も
グ
ル
ー
プ
の
雰
囲
気
づ
く
り
の

要
素
の
一
つ
で
す
。

共
通
の
趣
味
を
持
つ
同
志
が
集

ま
り
、
そ
の
中
で
自
分
な
り
の
生

き
が
い
を
見
つ
け
、
派
手
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ゆ
っ
く
り
確
か
に

学
習
を
続
け
て
い
る
の
が
私
た
ち

「
く
れ
な
い
会
」
で
す
。

私　
た　
ち　
の　
生　
涯　
学　
習　

く
れ
な
い
会
　
代
表
　
山

崎

清

昭

平
成
10
年
度
第
２
回
青
少
年
育
成

市　
民　
会　
議　
運　
営　
委　
員　
会　
が　
10
月　
８　
日　
、　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

今
年
度
青
少
年
育
成
集
会
活
動
モ
デ

ル
地
区
に
指
定
さ
れ
た
８
地
区
の
う

ち
、
下
山
田
地
区
と
一
日
市
場
地
区

の
工
夫
を
こ
ら
し
た
活
動
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
今
年
度
の
瑞
浪
市
主

張
大
会
で
小
学
校
・
中
学
校
の
部
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
伊
藤
史
織

さ
ん　（
釜
戸
小
）　と
柴
田
亜
貴
子
さ
ん　

（
瑞
陵
中
）　が
、
自
分
の
体
験
や
考
え

を
発
表
し
ま
し
た
。
柴
田
さ
ん
は
、

８
月
に
行
わ
れ
た
岐
阜
県
大
会
に
東

濃
地
区
の
代
表
と
し
て
出
場
し
、
奨

励
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
報
告
の
あ
っ
た
モ
デ
ル
地
区

の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

下
山
田
地
区
は
８
つ
の
組
に
分
か

れ
て
お
り
、
こ
の
地
区
を
縦
断
し
て

い
る
万
尺
川
の
改
修
に
よ
り
、
昔
の

姿
は
う
す
れ
、
新
し
い
町
に
変
貌
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

家
庭
の
中
に
お
い
て
は
、
核
家
族

化
が
進
み
、
親
子
の
触
れ
合
い
の
場

が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回

の
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
を
機
に
、
親

子
の
触
れ
合
い
や
、
青
少
年
が
地
域

と
の
触
れ
合
い
を
持
ち
、
新
し
い
地

域
の
在
り
方
を
考
え
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

活
動
と
し
て
は
、
「
父
の
日
交
流

会
」
「
通
学
路
の
清
掃
作
業
」「
盆
踊

り
大
会
」
「
夏
祭
り
」
な
ど
た
く
さ

ん
の
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
成
果
と
し
て
、
青
少
年
育
成

の
原
点
は
家
庭
教
育
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
、
地
域
で
の
融
和
が
本
当
に

大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

一
日
市
場
区
は
、
人
口
が
千
四
百

人
を
超
え
る
大
き
な
区
で
、
今
ま
で

も
区
民
の
連
帯
を
深
め
る
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
小
中
学
生
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
地
域
全
体
を
巻
き
込
ん
で
、

一
日
市
場
が
『
よ
き
ふ
る
さ
と
』
と

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
特
に
、
中

学
生
の
自
主
的
な
地
域
活
動
へ
の
参

加
を
試
み
て
み
ま
し
た
。

活
動
と
し
て
は
、
４
月
４
日
に
天

徳
も
ん
じ
ゃ
の
森
で
、
新
中
学
１
年

生
に
桜
の
木
を
植
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
、
４
月
29
日
に
は
「
天
徳

も
ん
じ
ゃ
の
森
発
足
記
念
植
樹
」
を
、

中
学
生
53
人
の
う
ち
48
人
の
参
加
を

得
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
植

樹
の
あ
と
、
東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー

の
見
学
を
行
い
、
地
下
二
百
メ
ー
ト

ル
の
世
界
を
探
検
し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
に
大
多
数
の
中
学
生
が

参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な

収
穫
で
し
た
。

こ
れ
を
一
つ
の
足
場
と
し
て
、
今

後
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

●
一
日
市
場
区

●
下
山
田
地
区

モ
デ
ル
地
区
の

活
動
内
容
を
報
告

第
２
回
青
少
年
育
成
市
民
会
議
運
営
委
員
会▲盆踊り大会での催し

天
徳
も
ん
じ
ゃ
の
森
の
記
念
植
樹



６８－２１１１

9

今
年
で
44
回
目
を
迎
え
た
小
学
校

陸
上
記
録
会
が
10
月
９
日
、
市
民
競

技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
記
録
会
は
、
自
己
の
体
力
を

試
し
、
記
録
の
更
新
に
挑
ん
で
今
後

の
糧
と
す
る
と
と
も
に
、
市
内
小
学

生
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

市
内
の
小
学
校
の
６
年
生
（
大
湫

小
は
５
・
６
年
生
）
全
員
が
出
場
し
、

大
声
援
が
送
ら
れ
る
中
、
各
競
技
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

各
種
目
の
優
勝
者
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

【
八
〇
ｍ
ハ
ー
ド
ル
】

酒
井
　
龍
史
（
土
岐
）

13
秒
４

【
一
〇
〇
ｍ
】

稲
垣
　
亮
太
（
陶
）

14
秒
２

【
一
〇
〇
〇
ｍ
】

西
尾
　
修
一
（
陶
）
３
分
17
秒
４

【
走
り
幅
跳
び
】

川
野
　
将
宏
（
土
岐
）

４
ｍ
00

金
津
　
慶
直
（
瑞
浪
）

４
ｍ
00

【
走
り
高
跳
び
】

桑
原
　
佳
治
（
瑞
浪
）

１
ｍ
33

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
】

大
塚
　
洋
輝
（
土
岐
）

60
ｍ
40

【
四
×
一
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
】

土
岐
　
　
　
　
　
　
　
　
58
秒
２

〈
酒
井
・
藤
沢
・
片
山
・
大
塚
〉

【
八
〇
ｍ
ハ
ー
ド
ル
】

後
藤
　
知
香
（
土
岐
）

14
秒
３

【
一
〇
〇
ｍ
】

野
村
　
千
夏
（
陶
）

14
秒
６

【
一
〇
〇
〇
ｍ
】

水
野
　
湖
弓
（
釜
戸
）３

分
40
秒
５

【
走
り
幅
跳
び
】

中
山
　
な
お
み
（
陶
）

３
ｍ
73

【
走
り
高
跳
び
】

安
藤
　
真
梨
恵
（
日
吉
）
１
ｍ
18

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
】

西
尾
　
春
菜
（
瑞
浪
）

40
ｍ
08

【
四
×
一
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
】

陶
　
　
　
　
　
　
　
１
分
１
秒
１

〈
可
知
井
・
岩
田
・
中
山
・
野
村
〉

生涯学習施設 12月の休館日

総合文化センター ７日、14日、21日、24日、28日～31日

市民 図書館 ７日、14日、21日、24日、28日～31日

市民 体 育館 １日、８日、15日、22日、24日、28日～31日

化石 博 物館　
陶磁 資 料館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊

１日、７日、14日、21日、24日、

28日～31日

文 化 会 館 ３日、10日、17日、24日、28日～31日

●
女
子
の
部

●
男
子
の
部

今
年
新
校
舎
が
完
成
し
た
釜
戸
中

学
校
で
10
月
14
日
、
開
校
50
周
年
の

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
中
の
開
校
50
周
年
は
昨
年
で
し

た
が
、
新
校
舎
の
完
成
を
待
っ
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

式
典
で
は
、
開
校
当
時
の
学
校
の

様
子
の
話
が
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
狭

か
っ
た
グ
ラ
ン
ド
な
ど
の
興
味
深
い

話
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。
ま
た
、
合

唱
の
発
表
も
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
の

澄
ん
だ
歌
声
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

会　
場　
と　
な　
っ　
た　
屋　
内　
運　
動　
場　
に　
は　
、　

卒
業
生
や
昔
の
釜
戸
中
学
校
の
写
真

が
飾
ら
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
熱
心

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
誌
「
追
憶
―
我
が
母

校
」
が
発
行
さ
れ
、
校　
区　
内　
の　
各　
世　

帯　
に　
配　
付　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

▲合唱発表をする生徒たち

釜　
戸　
中　
学　
校　

開　
校　
50
周　
年　

東
濃
地
区
中
学
校

駅
伝
大
会

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
飾
る
第
33
回
東

濃
地
区
中
学
校
駅
伝
大
会
が
、
10
月

17
日
土
岐
市
総
合
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
に
は
、
東
濃
地
区
か
ら
男
子

37
チ
ー
ム
、
女
子
31
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

瑞
浪
市
か
ら
は
、
男
子
７
チ
ー
ム
、

女
子
６
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

男
子
の
部
で
は
、
陶
中
学
校
が
５

区
の
加
藤
く
ん
と
６
区
の
西
尾
く
ん

の
健
闘
に
よ
り
、
見
事
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
の
部
で
は
、

麗
澤
瑞
浪
中
学
校
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

よ
く
２
位
と
な
り
、
男
子
の
部
の
陶

中
学
校
と
と
も
に
、
11
月
８
日
関
市

で
開
催
さ
れ
る
県
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

瑞
浪
市
か
ら
出
場
の
入
賞
チ
ー
ム

は
次
の
と
お
り
で
す
。

陶
中
学
校
　
　
　
　
　
優
勝

麗
澤
瑞
浪
中
学
校
　
　
５
位

瑞
陵
中
学
校
　
　
　
　
９
位

麗
澤
瑞
浪
中
学
校
　
　
２
位

瑞
陵
中
学
校
　
　
　
　
６
位

稲
津
中
学
校
　
　
　
　
８
位

瑞
浪
中
学
校
　
　
　
　
10
位

●
女
子
の
部

●
男
子
の
部
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巡回日 ステ－ション 時　　　間

小　　　　　里 15:30～16:00

萩　　　　　原 16:10～16:30

半　　　　　原 15:30～15:50

10日 鶴　　　　　城 16:00～16:20

名　　　　　滝 16:30～16:50

日吉コミュニティーセンター 15:10～15:50

11日 宿 16:00～16:20

月　　　　　吉 16:30～16:50

平　　　　　山 13:20～13:40

竜　吟　団　地 14:00～14:20

荻　　之　　島 14:30～14:50

下　　　　　切 15:00～15:30

大　　　　　島 15:40～16:10

中　　　　　切 16:20～16:40

明　　賀　　台 15:20～15:50

新　　山　　田 16:00～16:20

猿　　　　　爪 11:00～12:00

大　　　　　川 13:00～13:20

20日 水　　　　　上 13:30～14:00

旭　　　　　町 14:10～15:00

サニ－ヒルズ 15:10～15:30

棚　　田　　山 15:30～16:00

羽　　　　　広 16:10～16:30

薬　　　　　師 13:30～14:00

白　　　　　倉 14:20～14:50

細　　久　　手 15:00～15:20

深　　　　　沢 15:30～16:00

12月の移動図書館
こ ま ど り 号

09日

12日

23日

18日

26日

10
月
15
日
、
平
成
10
年
度
の
市
民

文
学
散
歩
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
毎
年
楽
し
み
に
し

て
み
え
る
フ
ァ
ン
の
方
も
多
く
、
市

内
を
は
じ
め
各
地
か
ら
多
数
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
早
朝
に
図
書
館
を

出
発
し
、
書
の
歴
史
を
物
語
る
か
の

よ
う
な
立
派
な
観
峯
館
を
見
学
、
作

家
外
村
繁
を
生
ん
だ
近
江
商
人
蔵
屋

敷
と
そ
の
町
並
み
を
散
策
し
た
り
、

お
昼
に
は
名
物
の
鯉
料
理
に
舌
鼓
を

打
ち
、
秋
の
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

百
四
十
年
の
伝
統
を
誇
る
近
江
商

人
の
蔵
屋
敷
に
は
、
現
代
に
も
通
じ

る
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て

お
り
、
近
江
商
人
の
知
恵
と
そ
の
奥

に
あ
る
生
き
ざ
ま
を
垣
間
見
、
感
嘆

の
声
が
も
れ
ま
し
た
。

文
学
散
歩
の
あ
と
、
参
加
者
が
外

村
繁
の
著
作
や
近
江
商
人
に
関
す
る

書
物
を
探
し
に
図
書
館
を
訪
れ
ま

す
。
そ
ん
な
時
に
、
文
学
散
歩
の
成

果
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
月
の
ミ
ニ
展
は
、
稲
津
町
の
柴
田
さ
だ
子

さ
ん
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
製
作
さ

れ
て
い
る
、
ト
ー
ル
人
形
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

あ
と
１
カ
月
余
り
で
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
の
音
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
作
品
の
中
に
は
ク
リ
ス
マ

ス
に
ち
な
ん
だ
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

トト ーー ルル 人人 形形 作作 品品 展展
12月９日～12月25日

市市
民民
文文
学学
散散
歩歩

〜
白
壁
と
蔵
屋
敷
の
町

滋
賀
県
五
個
荘
町
を
訪
ね
て
〜

図
書
館
で
は
、
毎
年
年
末
か
ら
年

始
に
か
け
て
、
え
と
に
関
す
る
作
品

の
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前
回
は

利
用
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
え
と

が
集
ま
り
ま
し
た
。

来
年
の
え
と
は
「
卯
」
。
ご
自
分

で
制
作
さ
れ
た
も
の
、
収
集
さ
れ
た

も
の
、
卯
に
関
す
る
も
の
で
し
た
ら

ど
ん
な
も
の
で
も
結
構
で
す
の
で
、

図
書
館
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
館
内

狭
し
と
並
ぶ
卯
の
作
品
が
、
今
か
ら

楽
し
み
で
す
。

図
書
館
で
は
、
ミ
ニ
展
に
展
示
す

る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

館
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
毎
月
開
催

し
て
い
る
ミ
ニ
展
は
、
み
な
さ
ん
が

製
作
さ
れ
た
作
品
や
、
図
書
館
で
集

め
た
い
ろ
い
ろ
な
資
料
な
ど
、
さ
ま

ざ　
ま　
な　
分　
野　
の　
展　
示　
を　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

ど
な
た
で
も
出
展
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
お
申
し
込
み

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

え
と
展

作
品
募
集

★
図
書
館
ミ
ニ
展

展
示
作
品
募
集
★

閉架書庫資料４万冊の中からも読みたい

本が選べます。

●日　時 毎週火曜日　11時～17時

●場　所 市民図書館　１階閉架書庫



◎ペットボトルの出し方
（ただし、飲料用、酒類用、しょうゆ用に限ります。）

①マークを確認してください。
②キャップをはずしてください。
③中をゆすいでください。
④つぶしてください。
⑤資源ごみ収集日に出してください。

◎資源ゴミの各ステーションには、分別ハサミが用意してあります
ので、ご利用いただきリサイクルにご協力ください。

◎紙パックは公共機関などの回収ボックスか資源回収に出してくだ
さい。また、食品用トレーは、公共機関などの回収ボックスに出
してください。

６８－２１１１
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●日時…12月１日 ９時～12時

●場所…市役所　市民相談室

●陶児童館…12月２日 10時～12時

●稲津コミュニティーセンター

…12月２日 13時30分～15時30分

●釜戸コミュニティーセンター

…12月９日 10時～12時

●日吉コミュニティーセンター

…12月９日 13時30分～15時30分

収集日

１日

２日

３日

４日

７日

８日

９日

11日

14日

15日

10日

16日

18日

22日

21日

17日

24日

25日

28日

29日

30日

本町、浪花、中組、竜門、

益見、上平町、学園台

松ヶ瀬町、薬師町、明世町

宮前町、高月町、下沖町、

須野志町

一色町、樽上町、公園、

上野町、ひばりヶ丘

釜戸町（宿、西大島、

中大島、東大島、竜吟団地）、

大湫町

稲津町（小里）

釜戸町（上記以外の地区）

稲津町（萩原）

小田町、西小田町、和合町

鶴城、鶴城団地、市原

陶町（猿爪）

陶町（水上、大川）

桜堂、名滝、名滝団地、

下沢、奥名、庄ヶ洞、

仲ヶ平、大草、大久手

一日市場、木暮、水の木、

朝日町、清水

日吉町（本郷、白倉、宿洞、

宿、南垣外、半原、常柄）

日吉町（上記以外の地区）

山田町、明賀台

小田町、西小田町、和合町、

大法原団地

陶町（水上、大川）

陶町（猿爪）

一日市場、木暮、清水、

朝日町、水の木

桜堂、名滝、名滝団地、

下沢、奥名、庄ヶ洞、

仲ヶ平、大草、大久手

山田町、明賀台

日吉町（本郷、白倉、宿洞、

宿、南垣外、半原、常柄）

日吉町（上記以外の地区）

栄町、元町

本町、浪花、中組、竜門、

益見、上平町

松ヶ瀬町、薬師町、明世町

釜戸町（宿、西大島、

中大島、東大島、竜吟団地）、

大湫町

釜戸町（上記以外の地区）

宮前町、高月町、下沖町、

須野志町

一色町、樽上町、公園、

上野町、ひばりヶ丘

稲津町（小里）

稲津町（萩原）

収　　　集　　　地　　　区

不　　燃　　ご　　み 資　　　源　　ご　　み

に限ります

鶴城、鶴城団地、市原栄町、元町

宮前町、高月町、下沖町、

須野志町

母子相談 福祉課　 内線104

移動家庭児童相談 福祉課　 内線104

平成1 0年度「未登録銃砲刀剣類登録審査会」が次の

とおり行われますので、未登録の銃砲刀剣類をお持ち

の方は、登録してください。

◆日時＝11月27日 10時～15時

◆場所＝恵那総合庁舎　５Ａ会議室（恵那市長島町正

家後田1067－71 0573－26－1111）

◆持ち物＝銃砲および刀剣類、印鑑、発見届出済証、

登録手数料（１件につき5,900円）

東濃西部地域の主な社会福祉施設を見学する講座

を、次のとおり開催します。

◆期日＝11月30日 ９時出発（JR多治見駅裏集合）

◆場所＝特別養護老人ホーム　たじみ陶生苑

精神薄弱者授産施設　東濃ワークキャンパス

身体障害者療護施設　サニーヒルズみずなみ

◆定員＝20人《参加料＝無料》

◆問い合わせ・申込先＝1 1月2 4日 までに東濃福祉

人材バンク（ ・ ２５－０２９４）へ。

愛知障害者職業能力開発校では、障害者職業訓練生

を次のとおり募集しています。（授業料＝無料）

《普通課程》システム設計科・ＯＡシステム科など

《短期課程》ＯＡ事務科・ＣＡＤ設計科など

◆応募資格＝義務教育修了以上（ただし、普通課程は

高卒程度の学力必要）の障害者で、障害が

固定し訓練および集団生活ができる方。

◆入校選考日＝12月13日

◆問い合わせ＝愛知障害者職業能力開発校

０５３３－９３－２１０２

●未登録銃砲刀剣類
登録審査会開催

●社会福祉施設の見学講座開催

●障害者職業訓練生募集
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乳幼児健診・相談・歯みがき教室 〈場所＝保健センター　料金＝無料〉

健診・相談名

４カ月児健康診査

実施日

11月24日

受付時間

13時30分～14時

対　象　者

平成10年７月生まれの子

そ　　の　　他

母子健康手帳をご持参ください。

３ 歳 児 健 康 診 査 11月27日
12時30分までに

お集まりください
平成７年10月生まれの子

尿検査があります。早朝尿を5 0 c cぐら

いと母子健康手帳をご持参ください。

歯ブラシをご持参ください。

６カ月児健康相談

および離乳食教室
12月１日

９時30分～

９時45分
平成10年６月生まれの子

１ 歳 ７ カ 月 児

歯 み が き 教 室
12月２日

９時～11時

13時～15時
平成９年５月生まれの子

２歳児歯みがき教室 12月７日

９時～11時

平成８年12月生まれの子

４歳児・４歳６カ月児

歯 み が き 教 室
11月18日

平成６年11月生まれの子
平成６年５月生まれの子

母子健康手帳をご持参ください。

フッ素塗布、歯の汚れ検査があります。

※母子健康手帳、使用中の歯ブラシと

コップをご持参ください。

※汚れてもいい服装でおいでください。

● ８０２０表彰を受けられたみなさん ●

● 健康相談
場所＝保健センター

● 子宮（頚）がん集団バス検診

● 精神保健・老人性痴ほう相談

歯の大切さを十分認識して、長年にわたり健康な歯の保持に

努められ、8 0歳以上で自分の歯を2 0本以上残した努力により、

健康福祉大会で表彰を受けられたみなさんをご紹介します。

厚生省では、8 0歳で2 0本の歯を保とうという『8 0 2 0』運

動を進めていますが、現在は7 0歳で残っている歯は平均1 0本、

8 0歳では４～５本の歯しか残っていません。

歯を平均2 0本維持しているのは、5 5歳前後です。歯の寿命

が短いのは、管理の悪さが大きな原因です。手入れしだいでは、

一生健康な歯を保つことが可能なのです。

有　賀　金　一さん （80歳　寺河戸町）

井　口　晴　江さん （82歳　明 世 町）

伊　藤　　恵　さん （80歳　陶　　町）

小　杉　耕　作さん （85歳　釜 戸 町）

後　藤　茂　夫さん （80歳　土 岐 町）

後　藤　秀　子さん （81歳　土 岐 町）

柘　植　あさ江さん （80歳　寺河戸町）

水　野　　巴　さん （80歳　釜 戸 町）

相 談 名

医師による

健 康 相 談

12月２日

14時～15時

医師による個別相談、

検尿、血圧測定

乳幼児・妊婦・成人・老

人の方や食事療法の必要

な方の相談に応じます。

※電話で予約が必要です。

乳幼児の身長・体重測定や

育児相談などを行います。

※母子健康手帳を持参し

てください。

12月２日

９時～15時

12月２日

９時30分～

11時

栄 養 相 談

乳幼児相談

日　　時 内　　容

母子健康手帳の交付

毎週水曜日９時3 0分までに、保健セン

ターへお集まりください。

●対 象 者…30歳以上の女性（定員60人）

●申し込み…電話などで保健センターへ

期　日

12月１日

時　　間

13時～14時

場　所

保健センター

個人負担

500円

日　　時 12月８日 13時～14時

大人の場合…イライラする、気分が沈む、

怒りっぽい、老人ボケ、アルコ－ル依存など

子どもの場合…落ちつきがない、うそつき、

乱暴、かんしゃく、登校拒否など

精神科医師・精神保健相談員

※電話などで予約もできます。秘密は厳守します。

相談内容

担　　当

保健センター場　　所


